
令和8年2月2日 

 

守谷市議会議長 殿 

報告者   滝川 竜雅   

実好 敏正   
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 標記の件について，次のとおり 実施 したので報告します。 

 

開催日 令和 8年 1月 17日（土）午前１０時から正午まで 

場所 もりりん中央（中央公民館）１Ｆホール 

対象地区 守谷Ｂ地区・Ｃ地区・Ｄ地区まちづくり協議会 

参加者 

守谷市側 

議長 寺田、 副議長 長谷川 

梅木議員、 高橋議員、 高梨(恭)議員、山田議員、青木議員、 

高梨(隆)議員、 堤議員、 渡辺議員、 山本議員、 田中議員、 

首藤議員、 海老原議員、 小菅議員、 菊地議員、 滝川議員、 

椎名議員、 実好議員、 永盛議員 

市民 31名 

次第 

•開会 

•議長挨拶 

•守谷B地区・C地区・D地区まちづくり協議会 会長挨拶 

•出席議員自己紹介 

•市議会からの報告 

•意見交換会 

•閉会 

 

 

 

 



配布資料 

1. 本日の次第 

2. 議員名簿・市議会議員構成表（両面印刷） 

3. 令和7年度 守谷市議会 事業評価の提言 

4. 各委員会の報告資料（決算予算特別委員会・総務教育常任委員会・都市経済常任

委員会・保健福祉常任委員会・仮称「守谷市総合公園の設置及び松ケ丘六丁目市

有地利活用」に関する特別委員会） 

5. アンケート用紙 

【市議会からの報告】

 

決算予算特別委員会報告（首藤 太亮委員長） 

報告概要：令和6年度決算の概要  

 

・令和6年度(一般会計)の歳出決算額は367億1,356万5千円で前年比-1.1％となっている。 

・守谷市における令和6年納税受入額は約70億3,950万円 

→返礼品の状況 ①アサヒ関連84％、②明治関連7％、③常陸牛3％、④その他6％ 

 

総務教育常任委員会報告（田中 啓一委員長） 

報告概要：児童クラブ運営事業 

予算規模366,488千円(一般会計) 

 

＜提言内容＞ 

1．児童数が増加傾向で、学校敷地内に児童クラブ専用棟を建設する余地のない黒内小学校につ

いては、学校施設（普通教室・ 特別教室を含む）を学校時間外に機能転換し、児童クラブとして

活用することを望む。なお、現在、学校敷地から離れた場所 （守谷中学校内及び中央公民館脇）

に設置している児童クラ ブは可能な限り学校敷地内に移転する方向で学校・運営事業 者と調整

して頂く。また、機能転換に当たって係る予算（備品費、セキュリティ対策費、人件費等）が運

営事業者の負担にならないように配慮頂きたい。 

 

2．黒内小学校以外の８小学校においても、今後児童クラブ専用棟のみでは待機児童が生じる可

能性が懸念されるため、老朽化した専用棟の改修や増築ではなく、まずは学校施設の利活用を優

先的に検討することで、長期的な視点で予算縮減に取り組んで頂きたい。  



3．また、1.2を推進するために、セキュリティ対策（施錠 等）や全校共通の運用面のルールを

整理することで、効率的な運営を望む。 

 

都市経済常任委員会報告（渡辺 大士委員長） 

報告概要：空家等対策事業 

予算規模3,679千円(一般会計) 

 

＜提言内容＞ 

本事業において、特定空家の対策については役割を果たしていると考えるが、空き家の予防・

発生抑制、適切管理の促進、流通促進という観点が計画の中では十分であるとは言い難い。国

の動向としても 昨今、加速度的に法整備、ガイドラインの公表等の対策強化が行われているこ

とから以下の提言をする。 

 

 1．現在の都市整備部単体での空き家対策では特定空家への対応が 主なものとなるため、部課

横断的かつ相談窓口を設けること のできる組織体制の変更を検討すること。（部署の変更もし

く は新規での空家対策課の設置） 

 2．計画の中で示されていない空き家の予防・発生抑制、流通促進 に関する対策も視野に入れ

て空き家対策を講じること。 

 

保健福祉常任委員会報告（堤 茂信委員長） 

報告概要：ひとり暮らし高齢者緊急通報体制等整備事業 

予算規模18,906千円(一般会計) 

 

＜提言内容＞ 

本事業において、利用者が緊急通報ボタンを押下及び安否確認センサーに 24 時間感知されな

いことで利用者等に安否確認を行うも確認がとれず救急通報に至った事案は、令和６年度に合計

10件あり、大切な人命の救助に一定の役割を果たしている点は評価できる。  

しかしながら、近隣市町村で実施されている同様のサービスと比較すると、本事業の費用対効

果は高いとは言い難い。これらを踏まえ、以下について提言する。  

 

1． 現在の委託先事業者との契約期間が今年度で満了を迎える にあたり、サービスの質および

費用対効果を総合的に勘案 し、適切な委託先事業者の選定を行うこと。 

2． 現在、対象は65歳以上のひとり暮らし世帯に限られている が、障がい者世帯や日中独居世



帯への対象拡大について検討すること。 なお、サービスの向上や対象者の拡大につながる場合

においては、受益者負担についても一考の余地がある。また、近年、高齢者宅を狙った犯罪が全

国的に多発しており、それに対する市民の不安が増大していることを踏まえ、高齢者等が犯罪に

遭遇した際の緊急通報対応の可能性についても別途検討すべきである。 

 

（仮称）守谷市総合公園設置及び松ケ丘六丁目市有地の利活用に関する特別委員会報告

（高梨 恭子委員長） 

・ ヤクルト球団施設は令和9年2月に完成を予定している。  

・ （仮称）守谷市総合公園に関する予算については、12月議会において補正予算(第3号)に総

合公園新設整備・運営事業として限度額142億 4106 万円の債務負担行為(令和7年度から令

和33年度まで)が計上され、可決された。 

・ 今後は、公募を開始し、事業者の選定を行い、令和8年 12 月議会で議決を行う予定である。 

・ 旧アジュール用地については、これまで民間事業者による利活用の検討を進めてきたが、優

先交渉権者が辞退した（令和6年度）。今後は、行政利用を考えており、令和7年9月議会の

補正予算で建物調査費を補正し、調査を開始、年度内に方向性の報告をもらう予定である。 

 

意見交換会（主な意見） 

Ｑ．近年犯罪が多くみられるが、防犯について、議員の皆さんはどのように考えているのか。 

Ａ．対策の一つとして、防犯カメラ等の設置が犯罪の抑止になればと思う。また、防犯メール等

も含めた情報発信の充実も大切だと考える。 

 

Ｑ．防災について、今後想定される首都圏直下型地震について議会としては対策を考えているの

か。 

Ａ．災害に対する食料や水の備蓄状況、皆さんの避難場所・避難所などの確認は日常的に行わ

せてもらっている。特に最近重要視されているのが要支援者の方の避難についてと認識してい

る。健常者は自分で逃げることができるが、要支援者の方に対しても、計画やルールをつくっ

ているところであり、議会としてもしっかりとチェックを行い、すべての方が災害に対して対

応ができる状況を作ろうと考えている。 

 

Ｑ．地域課題等に対して、市議会の方々と意見交換や提言等を行うことができるのか。 

Ａ．出前懇談会という制度があり、申し込んで頂ければ日程調整のうえ、テーマに沿った意見

交換などができる。所定の申請様式や方法があるので、適宜議会事務局へ問い合わせいただき

たい。 

 

意見１ 空き家について、空き家の持ち主とか処遇が決まるまでに草が伸びたりして、非常に

苦慮している。その間に手を出せるように、ぜひ検討をお願いしたい。町内会を使ってもらっ



て結構なのでお願いしたい。 

 

意見２ ふるさと納税の使い方について、将来の子どもたちへの投資といった人材育成や産業

振興、新しい仕事づくり等、本来はふるさと納税っていうものが、そのようなものに使われる

意味合いの収入だと思う。 

 

閉会 


